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【目的・方法】

　妊娠中の医薬品・サプリメント使用の実態と、その安全性に関する情報は非常に少ない。

特に、日本においては評価基盤が存在しなかったために、海外のデータに頼らざるを得ない

状況である。そこで、日本人の妊娠女性における医薬品・サプリメント使用の実態を明らかにした。

エコチル調査で実施している妊娠初期、妊娠中期・末期の質問票のうち、全国 97,464 名のデータを

用いて集計を行った。

【結果】

①妊娠女性の医薬品・サプリメント使用の割合

【考察・結論】

　本研究によって、日本人の妊娠女性の半数以上が、妊娠中に何等かの医薬品・サプリメントを

使用していることがわかった。今後、妊娠中の医薬品・サプリメント使用の安全性評価を実施する

必要がある。

②妊娠女性の使用している医薬品・サプリメントの種類

0

20

40

80

60

100

78.4 75.3

57.1

36.2

68.8

51.7

（％）

妊娠前

医薬品のみ

妊娠初期 妊娠中期・末期

医薬品＋サプリメント

妊娠前 妊娠初期 妊娠中期・末期

抗菌剤

病院で処方された
解熱・鎮痛・感冒薬
市販されている

解熱・鎮痛・感冒薬

抗アレルギー剤

鉄剤

子宮弛緩薬

漢方

葉酸

微量金属

1.3

0.5

1.8

14.0

29.8

34.7

12.5

8.6

7.0

3.3

7.8

3.2

2.8

1.7

5.1

6.0

28.9

4.9

8.6

13.3

1.2

5.5

12.0

15.2

9.4

26.2

6.9

0   1 0   2 0   3 0   4 0
(%) (%) (%)

0   1 0   2 0   3 0   4 0 0   1 0   2 0   3 0   4 0


